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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

 

回　　　　 　　次
第５期
第３四半期
累計期間

第６期
第３四半期
累計期間

第５期
第３四半期
会計期間

第６期
第３四半期
会計期間

第５期

会　 計 　期　 間

自平成20年
７月１日
至平成21年
３月31日

自平成21年
７月１日
至平成22年
３月31日

自平成21年
１月１日
至平成21年
３月31日

自平成22年
１月１日
至平成22年
３月31日

自平成20年
７月１日
至平成21年
６月30日

売上高（百万円） 8,800 24,291 3,910 9,273 13,945

経常利益（百万円） 5,696 14,291 2,495 5,273 8,328

四半期（当期）純利益（百万円） 3,046 8,391 1,331 3,046 4,467

持分法を適用した場合の投資利益

（百万円）
－ － － － －

資本金（百万円） － － 2,092 2,106 2,093

発行済株式総数（千株） － － 22,312 45,220 22,378

純資産額（百万円） － － 7,698 17,425 9,122

総資産額（百万円） － － 11,529 24,952 15,619

１株当たり純資産額（円） － － 345.02 385.35 407.64

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
143.43 186.93 59.72 67.47 207.66

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
129.42 172.78 54.86 62.72 188.37

１株当たり配当額（円） － － － － 5.00

自己資本比率（％） － － 66.8 69.8 58.4

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
3,016 5,894 － － 5,721

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△72 △10,558 － － △85

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
3,662 △90 － － 3,665

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（百万円）
－ － 7,898 5,840 10,594

従業員数（人） － － 88 134 102

　（注）１  当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移

            については記載しておりません。 

２  売上高には、消費税等は含まれておりません。 

３  持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社が存在しないため記載しておりません。

４  平成21年10月１日付で、株式１株につき２株の株式分割を行っております。
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２【事業の内容】

　　当第３四半期会計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。

 

３【関係会社の状況】

　該当事項はありません。  

 

４【従業員の状況】

　提出会社の状況

 平成22年３月31日現在

従業員数（人）              　　　　134 　(100)  

　　　（注）従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数（契約社員、及び常駐の委託社員を含む）は、当第３四半期会計期間

の平均人員を（　）外数で記載しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

（１）生産実績

　当社は、インターネットを利用したサービスの提供を事業としており、提供するサービスには生産に該当する事

　　　項がありませんので、生産実績に関する記載はしておりません。

　　

（２）受注状況

　当社では概ね受注から役務提供の開始までの期間が短いため、受注実績に関する記載を省略しております。

　

（３）販売実績

　当第３四半期会計期間の販売実績は、次の通りであります。

収入別
当第３四半期会計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年３月31日）

　
前年同四半期比（％）　

　

有料課金収入（百万円） 7,462 253.1

広告メディア収入（百万円） 1,811 188.3

合計（百万円） 9,273 237.2

　（注）１  主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合

相手先

前第３四半期会計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年３月31日）

当第３四半期会計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年３月31日）

販売高（百万円） 割合（％） 販売高（百万円） 割合（％）

 株式会社エヌ・ティ・ティ・ドコモ 1,654 42.3 3,890 41.9

 ＫＤＤＩ株式会社 981 25.1 1,840 19.8

 ソフトバンクモバイル株式会社 460 11.8 1,276 13.8

 株式会社アドウェイズ 426 10.9 974 10.5

２  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

２【事業等のリスク】

　当第３四半期会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業

等のリスクについての重要な変更はありません。　

　

　

３【経営上の重要な契約等】

当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

当社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析は、以下の通りであります。なお、文中の将来に関す

る事項は、本書提出日現在において当社が判断したものであります。 

　

 

（１）業績の状況

  当第３四半期会計期間における我が国のインターネット利用環境は、アクセス網の大容量化や低廉化を背景にモバイ

ル及びＰＣ共になお発展段階にあります。平成20年12月時点でインターネット利用者数は9,091万人、そのうちブロード

バンド利用者数は6,723万人に達し、全利用者のうち約74％が光回線またはＤＳＬ回線等の利用が可能であると言われ

ております（総務省平成20年「通信利用動向調査」）。また、モバイルインターネットに関しても成長著しく、平成22年

３月時点で携帯電話契約数は１億1,218万件、そのうち第三世代携帯電話契約数は１億930万件に達し、全端末のうち約

97％は高速データ通信が可能な状況と言われております（電気通信事業者協会発表）。加えて、パケット定額制に関し

ても、モバイルインターネットの利用拡大及び携帯電話事業者による定額料の見直しに伴い、普及が一層進んでいると

言われております。

このような事業環境の下、当社は主力のインターネットメディア事業の拡大に向け、その中核を成すモバイル・ＰＣ

向けＳＮＳ「ＧＲＥＥ」において、ユーザー数の拡大、収益基盤の確立・強化に取り組んで参りました。ユーザー数の拡

大に向けては、引き続き大手通信事業者との連携やＴＶ-ＣＭ放映等によるプロモーションに取り組みました。その結

果、平成22年３月末には「ＧＲＥＥ」のユーザー数がモバイル・ＰＣ合計で1,843万人に達しております。 

収益基盤の確立・強化に向けては、ソーシャルゲームの特性を活かしたオリジナルのタイアップ広告等を推進致しま

した。また、釣りゲーム「釣り★スタ」、ペット育成ゲーム「クリノッペ」、探検ゲーム「探検ドリランド」及びガーデ

ニングゲーム「ハコニワ」といった、一部有償アイテム利用を伴うエンターテインメント性の高いソーシャルゲームに

おいて、新機能の導入などを実施致しました。更に、ソーシャルゲームやアバターに関連した月額課金メニューの利用拡

大を推進し、収益基盤の安定性向上を図りました。

サイト内の安全性及び健全性の維持に関する取り組みとして、平成20年８月に一般社団法人モバイルコンテンツ審査

・運用監視機構（注）（以下「ＥＭＡ」という。）より、サイト運用管理体制に関する第三者認証を取得して以来、「Ｅ

ＭＡ」基準以上の管理体制を維持し、継続的・定期的に実施される「ＥＭＡ」の審査に通過しております。

更に、パトロール体制の強化、青少年の保護・健全育成に向けた取り組みの強化などを継続的に実施し、ユーザーによ

る安心かつ快適な利用環境の維持、並びにサービスの健全な発展に努めました。

以上の取り組みの結果、当第３四半期会計期間の業績は、売上高は9,273百万円（前年同期比137.2％増）となりまし

た。

費用面では、売上原価の増加に加え、上述の積極的なプロモーション活動による広告宣伝費1,823百万円及び支払手数

料813百万円等により販売費及び一般管理費が増加したものの、売上高の増加が寄与し、営業利益は5,270百万円（前年

同期比111.3％増）、経常利益は5,273百万円（前年同期比111.3％増）、四半期純利益は3,046百万円（前年同期比

128.7％増）となっております。 

　(注) モバイルコンテンツの健全な発展と違法・有害情報からの青少年保護を目的として、モバイルサイトの審査、

　　 認定、運用監視等を行う第三者機関

 

（２）財政状態の分析 

  当社の当第３四半期会計期間末の総資産は24,952百万円となり、前事業年度末に比べ9,332百万円増加致しました。主

な要因としましては、資産については「現金及び預金」の増加（前事業年度末比5,245百万円増加）、売上高の増加に伴

う「売掛金」の増加(前事業年度末比2,999百万円増加)などが挙げられます。負債及び純資産については「利益剰余

金」の増加（前事業年度末比8,280百万円増加）などが挙げられます。 

  企業の安定性を示す自己資本比率は前事業年度58.4％に対し、当第３四半期会計期間は69.8％と11.4ポイント増加

しております。また、支払い能力を示す流動比率は、前事業年度235.4％に対し当第３四半期会計期間は319.1％と83.7ポ

イント増加しております。 
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（３）キャッシュ・フローの状況 

当第３四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は5,840百万円となり、第２四

半期会計期間末より7,273百万円減少となりました。 

当第３四半期会計期間における各キャッシュ・フローの状況は次の通りであります。 

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

当第３四半期会計期間において営業活動により獲得した資金は、3,097百万円（前年同期比1,287百万円の収入増加）

となりました。売上債権の増加（761百万円）、法人税等の支払額（2,168百万円）により資金が減少したものの、売上高

の増加に伴い、税引前四半期純利益が5,138百万円となったこと、未払金が増加（875百万円）したことによるものです。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

当第３四半期会計期間において投資活動により使用した資金は、10,394百万円（前年同期比10,338百万円の支出増

加）となりました。主な支出要因は、定期預金の預入（10,000百万円）によるものであります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

当第３四半期会計期間において財務活動により獲得した資金は23百万円（前年同期は13百万円の支出）となりまし

た。

 

（４）事業上及び財務上の対処すべき課題 

　該当事項はありません。 

 

（５）研究開発活動 

　該当事項はありません。
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第３【設備の状況】
（１）主要な設備の状況 

　当第３四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。 

  

（２）設備の新設、除却等の計画

① 当第３四半期会計期間において、第２四半期会計期間末に計画中であった重要な設備の新設についての重要な

　 変更は以下の通りであります。

　

事業所名

（所在地）
設備の内容

投資予定額
資金調達

方法
着手年月

完了予定

年月

完成後の

増加能力
総額

（百万円）

既支払額

（百万円）

本社他

（東京都港区他）

　

　ネットワーク

関連設備等
　1,104 69

自己資金及び

増資資金

平成21年

１月

平成24年

６月
―

　    （注）１　上記の金額には消費税等は含まれておりません。

 　 　２　第２四半期会計期間末に計画しておりました、ネットワーク関連設備等1,290百万円については、当

　　　　　第３四半期会計期間において計画の進捗に伴う投資内容の変更等により、投資予定額を1,104百万円　　　　　

　　　　　に、完了予定年月を当初の平成22年７月から平成24年６月にそれぞれ変更しております。

 

 ② 当第３四半期会計期間において、新たに確定した重要な設備の除却の計画は以下の通りであります。 　

事業所名

（所在地）
設備の内容

除却予定金額

（百万円）

完了予定

年月

本社

（東京都港区）　
業務設備 58

平成22年

９月

      (注）本社移転に伴う除却計画となります。　
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 128,000,000

計 128,000,000

 

　

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成22年３月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成22年５月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 45,220,000  45,228,000
 東京証券取引所

（マザーズ） 
単元株式数100株

計 45,220,000 45,228,000 － －

 （注）「提出日現在発行数」欄には、平成22年５月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使によ

　　　　り発行された株式数は含まれておりません。
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（２）【新株予約権等の状況】

旧商法第280条ノ20及び第280条ノ21の規定に基づき発行した新株予約権は、次の通りであります。

①　平成18年４月28日臨時株主総会決議

 
第３四半期会計期間末現在
（平成22年３月31日）

新株予約権の数（個） 248

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） －

新株予約権の目的となる株式の種類
普通株式 

単元株式数100株 

新株予約権の目的となる株式の数（株）     992,000（注）１、５

新株予約権の行使時の払込金額（円）     22（注）２、５

新株予約権の行使期間
 自　平成20年４月29日

　至　平成28年４月28日 

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発行

価格及び資本組入額（円）

               発行価格　　22（注）５

               資本組入額　11（注）５ 

新株予約権の行使の条件 （注）３

新株予約権の譲渡に関する事項 （注）４

代用払込みに関する事項  －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項  －

（注）１  当社が株式分割または株式併合を行う場合、次の算式により目的となる株式の数を調整し、調整の結

          果生じる１株の100分の１未満の端数については、これを切り捨てる。 

調整後株式数 ＝ 調整前株式数 × 分割・併合の比率 

　　　２  新株予約権発行後、当社が株式分割、株式併合を行う場合は、次の算式により払込金額を調整し、調

          整により生ずる１円未満の端数は切り捨てる。 
 

調整後払込金額 ＝ 調整前払込金額 × 
１ 

分割・併合の比率 
 

　　また、時価を下回る価額で新株式の発行または自己株式の処分を行う場合は、次の算式により払込金

    額を調整し、調整により生ずる１円未満の端数は切り捨てる。 
 

調整後払込金額 ＝ 調整前払込金額 × 
既発行株式数 ＋ 

　新株発行(処分)株式数×

　１株当たり払込金額 
１株当たり時価 

既発行株式数＋新株発行(処分)株式数 

　　　３  新株予約権の行使の条件 

　　　 　(1) 新株予約権割当契約において、株式公開後段階的に権利行使が可能となる旨の定めがある。 

　　　　 (2) 新株予約権の割当を受けた者は、権利行使時において、当社の役員、従業員、委任・請負等の継続

　　　　　　 的な契約関係又は提携関係にある者であることを要する。 

 　 　（3）その他の権利行使の条件は、新株予約権発行の取締役会決議に基づき、当社と新株予約権の割当を

           受けた者との間で締結した新株予約権割当契約により決定するものとする。 

 

　　　４  新株予約権の譲渡制限 

　　　　  権利の譲渡、担保設定その他の処分をすることは認めないものとする。

 

　　　５  平成20年８月22日付で普通株式１株につき2,000株の株式分割、平成21年10月１日付で普通株式１株に

          つき２株の株式分割を行ったことにより、新株予約権の目的となる株式の数並びに新株予約権の行使

          時の払込金額、株式の発行価格及び資本組入額が調整されている。 
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会社法第236条、第238条及び第239条の規定に基づき発行した新株予約権は、次の通りであります。

 

②　平成19年６月22日臨時株主総会決議

 
第３四半期会計期間末現在
（平成22年３月31日）

新株予約権の数（個）    353

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個）    －

新株予約権の目的となる株式の種類
 普通株式

単元株式数100株 

新株予約権の目的となる株式の数（株）     1,412,000（注）１、５

新株予約権の行使時の払込金額（円）     113（注）２、５

新株予約権の行使期間
自　平成21年６月23日

 至　平成29年６月22日 

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発行

価格及び資本組入額（円）

　　　　　　　発行価格　　113（注）５

　　　　　　　資本組入額　 57（注）５ 

新株予約権の行使の条件 （注）３

新株予約権の譲渡に関する事項 （注）４

代用払込みに関する事項  －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項  －

（注）１  当社が株式分割または株式併合を行う場合、次の算式により目的となる株式の数を調整し、調整の結

          果生じる１株の100分の１未満の端数については、これを切り捨てる。 

調整後株式数 ＝ 調整前株式数 × 分割・併合の比率 

　　　２  新株予約権発行後、当社が株式分割、株式併合を行う場合は、次の算式により払込金額を調整し、調

          整により生ずる１円未満の端数は切り捨てる。 
 

調整後払込金額 ＝ 調整前払込金額 × 
１ 

分割・併合の比率 
 

　　また、時価を下回る価額で新株式の発行または自己株式の処分を行う場合は、次の算式により払込金

    額を調整し、調整により生ずる１円未満の端数は切り捨てる。 
 

調整後払込金額 ＝ 調整前払込金額 × 
既発行株式数 ＋ 

　新株発行(処分)株式数×

　１株当たり払込金額 
１株当たり時価 

既発行株式数＋新株発行(処分)株式数 

　　　３  新株予約権の行使の条件 

　　　 　(1) 新株予約権割当契約において、株式公開後段階的に権利行使が可能となる旨の定めがある。 

　　　　 (2) 新株予約権の割当を受けた者は、権利行使時において、当社の役員、従業員、委任・請負等の継続

             的な契約関係又は提携関係にある者であることを要する。 

 　 　（3）その他の権利行使の条件は、新株予約権発行の取締役会決議に基づき、当社と新株予約権の割当を

           受けた者との間で締結した新株予約権割当契約により決定するものとする。 

 

　　　４  新株予約権の譲渡制限 

　　　　  権利の譲渡、担保設定その他の処分をすることは認めないものとする。

 

　　　５  平成20年８月22日付で普通株式１株につき2,000株の株式分割、平成21年10月１日付で普通株式１株に

　　　　　つき２株の株式分割を行ったことにより、新株予約権の目的となる株式の数並びに新株予約権の行使

　　　　　時の払込金額、株式の発行価格及び資本組入額が調整されている。 
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 ③　平成20年６月27日臨時株主総会決議

 
第３四半期会計期間末現在
（平成22年３月31日）

新株予約権の数（個） 254

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） －

新株予約権の目的となる株式の種類
普通株式

単元株式数100株 

新株予約権の目的となる株式の数（株）     1,016,000（注）１、５

新株予約権の行使時の払込金額（円）     243（注）２、５

新株予約権の行使期間
 自　平成22年６月28日

　至　平成30年６月27日 

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発行

価格及び資本組入額（円）

　　　　　　　発行価格　　243（注）５

　　　　　　　資本組入額　122（注）５ 

新株予約権の行使の条件 （注）３

新株予約権の譲渡に関する事項 （注）４

代用払込みに関する事項 －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 －

（注）１  当社が株式分割または株式併合を行う場合、次の算式により目的となる株式の数を調整し、調整の結果 

          生じる１株の100分の１未満の端数については、これを切り捨てる。 

調整後株式数 ＝ 調整前株式数 × 分割・併合の比率 

　　　２  新株予約権発行後、当社が株式分割、株式併合を行う場合は、次の算式により払込金額を調整し、調

          整により生ずる１円未満の端数は切り捨てる。 
 

調整後払込金額 ＝ 調整前払込金額 × 
１ 

分割・併合の比率 
 

　　また、時価を下回る価額で新株式の発行または自己株式の処分を行う場合は、次の算式により払込金

    額を調整し、調整により生ずる１円未満の端数は切り捨てる。 
 

調整後払込金額 ＝ 調整前払込金額 × 
既発行株式数 ＋ 

　新株発行(処分)株式数×

　１株当たり払込金額 
１株当たり時価 

既発行株式数＋新株発行(処分)株式数 

　　　３  新株予約権の行使の条件 

　　　 　(1) 新株予約権割当契約において、株式公開後段階的に権利行使が可能となる旨の定めがある。 

　　　　 (2) 新株予約権の割当を受けた者は、権利行使時において、当社の役員、従業員、委任・請負等の継続

             的な契約関係又は提携関係にある者であることを要する。 

 　 　（3）その他の権利行使の条件は、新株予約権発行の取締役会決議に基づき、当社と新株予約権の割当を

           受けた者との間で締結した新株予約権割当契約により決定するものとする。 

 

　　　４  新株予約権の譲渡制限 

　　　　  権利の譲渡、担保設定その他の処分をすることは認めないものとする。

 

　　　５  平成20年８月22日付で普通株式１株につき2,000株の株式分割、平成21年10月１日付で普通株式１株に

　　　　　つき２株の株式分割を行ったことにより、新株予約権の目的となる株式の数並びに新株予約権の行使

　　　　　時の払込金額、株式の発行価格及び資本組入額が調整されている。
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（３）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。 

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額

（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

 平成22年１月１日～

 平成22年３月31日

（注）１

368,00045,220,000 11 2,106 11 2,104

（注）１ 新株予約権の権利行使による増加であります。 

　　　２ 平成22年４月１日から平成22年４月30日までの間に、新株予約権の行使により、発行済株式総数が8,000株、資

　　　　 本金及び資本準備金がそれぞれ０百万円増加しております。

　

 

（５）【大株主の状況】

当第３四半期会計期間において、フィデリティ投信株式会社及びエフエムアールエルエルシーから平成22年３

月19日付で提出された大量保有報告書（変更報告書）の写しにより、平成22年３月15日現在でそれぞれ以下の株

式を保有している旨の報告を受けておりますが、株主名簿の記載内容が確認できないため、当社として実質所有

株式数の確認ができません。

なお、その大量保有報告書（変更報告書）の写しの内容は次の通りであります。　　

 氏名又は名称  住所
 所有株式数

(千株) 

 発行済株式総数に

対する所有株式数

の割合（％）

 フィデリティ投信株式会社
 東京都港区虎ノ門４丁目３－１ 城山トラストタ

ワー
2,715 6.01 

 エフエムアール　エルエルシー
 82 DEVONSHIRE STREET,BOSTON,

 MASSACHUSETTS 02109,USA　
963 2.13 
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（６）【議決権の状況】

　　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成21年12月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。 

　

①【発行済株式】

 平成22年３月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式   － － －

議決権制限株式（自己株式等）   － － －

議決権制限株式（その他）   － 　　　　　 － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　   　333 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式  44,846,300             448,463 －

単元未満株式 普通株式       5,367 － －

発行済株式総数 44,852,000 － －

総株主の議決権 － 448,463 －

 

　

②【自己株式等】

 平成22年３月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

　　グリー株式会社
東京都港区六本木４丁目

１－４
333 － 333 0.00

計 － 333 － 333 0.00

 　（注）当第３四半期会計期間末の自己株式数は、343株であります。

　

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成21年
７月

　
８月

　
９月

　
10月

　
11月

　
12月

平成22年　
１月

　
２月

　
３月

最高（円） 7,900 8,750
10,660

□5,300　
5,350 5,710 6,020 6,040 5,500 5,900

最低（円） 6,030 7,520
8,020

□4,650　
4,250 3,980 4,330 5,160 4,475 5,240

　（注）１  最高・最低株価は、東京証券取引所マザーズ市場におけるものであります。

　　　　２  □印は、株式分割（平成21年10月１日、１株→２株）による権利落後の 最高・最低株価を示しております。

 

　

３【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動は、次の通りであります。

 

退任役員 

　役名 　職名 　氏名 　退任年月日

　取締役 　－ 　小林　大三 　平成21年12月４日
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第５【経理の状況】
１．四半期財務諸表の作成方法について 

（１）　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令　第

63号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。 

　　　　なお、前第３四半期会計期間（平成21年１月１日から平成21年３月31日まで）及び前第３四半期累計期間（平成20

年７月１日から平成21年３月31日まで）は、改正前の四半期財務諸表等規則に基づき、当第３四半期会計期間（平

成22年１月１日から平成22年３月31日まで）及び当第３四半期累計期間（平成21年７月１日から平成22年３月31

日まで）は、改正後の四半期財務諸表等規則に基づいて作成しております。

　

（２）　当社の四半期財務諸表に掲記される科目その他の事項の金額については、従来、千円単位で記載しておりました

が、第１四半期累計期間より百万円単位をもって記載することに変更しております。なお、比較を容易にするため、

前第３四半期会計期間及び前第３四半期累計期間についても百万円単位に組替え表示しております。　　

 

２．監査証明について 

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期会計期間（平成21年１月１日から平成21年３

月31日まで）及び前第３四半期累計期間（平成20年７月１日から平成21年３月31日まで）に係る四半期財務諸表並びに

当第３四半期会計期間（平成22年１月１日から平成22年３月31日まで）及び当第３四半期累計期間（平成21年７月１日

から平成22年３月31日まで）に係る四半期財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けて

おります。 

 

３．四半期連結財務諸表について 

　当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表は作成しておりません。
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１　【四半期財務諸表】
（１）　【四半期貸借対照表】

（単位：百万円）

当第３四半期会計期間末
(平成22年３月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成21年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 15,840 10,594

売掛金 6,774 3,775

その他 1,621 1,083

貸倒引当金 △216 △158

流動資産合計 24,020 15,295

固定資産

有形固定資産 ※1
 114

※1
 82

無形固定資産 20 7

投資その他の資産 796 234

固定資産合計 931 324

資産合計 24,952 15,619

負債の部

流動負債

未払金 2,802 1,982

未払法人税等 4,021 4,047

賞与引当金 44 －

本社移転費用引当金 103 －

その他 554 466

流動負債合計 7,526 6,497

負債合計 7,526 6,497

純資産の部

株主資本

資本金 2,106 2,093

資本剰余金 2,104 2,091

利益剰余金 13,216 4,936

自己株式 △1 －

株主資本合計 17,425 9,122

純資産合計 17,425 9,122

負債純資産合計 24,952 15,619
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（２）　【四半期損益計算書】
　【第３四半期累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期累計期間
(自　平成20年７月１日
　至　平成21年３月31日)

当第３四半期累計期間
(自　平成21年７月１日
　至　平成22年３月31日)

売上高 8,800 24,291

売上原価 613 1,731

売上総利益 8,187 22,559

販売費及び一般管理費 ※1
 2,458

※1
 8,276

営業利益 5,729 14,283

営業外収益

受取利息 2 4

還付消費税等 － 2

受取手数料 1 －

その他 0 1

営業外収益合計 3 7

営業外費用

株式交付費 26 －

株式公開費用 9 －

為替差損 － 0

その他 0 －

営業外費用合計 36 0

経常利益 5,696 14,291

特別損失

本社移転費用 － 135

特別損失合計 － 135

税引前四半期純利益 5,696 14,156

法人税、住民税及び事業税 2,890 6,124

法人税等調整額 △240 △360

法人税等合計 2,649 5,764

四半期純利益 3,046 8,391

EDINET提出書類

グリー株式会社(E22012)

四半期報告書

16/28



　【第３四半期会計期間】
（単位：百万円）

前第３四半期会計期間
(自　平成21年１月１日
　至　平成21年３月31日)

当第３四半期会計期間
(自　平成22年１月１日
　至　平成22年３月31日)

売上高 3,910 9,273

売上原価 246 722

売上総利益 3,664 8,551

販売費及び一般管理費 ※1
 1,169

※1
 3,280

営業利益 2,494 5,270

営業外収益

受取利息 1 2

その他 0 0

営業外収益合計 1 2

営業外費用

為替差損 0 －

営業外費用合計 0 －

経常利益 2,495 5,273

特別損失

本社移転費用 － 135

特別損失合計 － 135

税引前四半期純利益 2,495 5,138

法人税、住民税及び事業税 1,287 2,291

法人税等調整額 △123 △199

法人税等合計 1,163 2,091

四半期純利益 1,331 3,046
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（３）　【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第３四半期累計期間
(自　平成20年７月１日
　至　平成21年３月31日)

当第３四半期累計期間
(自　平成21年７月１日
　至　平成22年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 5,696 14,156

貸倒引当金の増減額（△は減少） 44 57

本社移転費用引当金の増減額(△は減少） － 103

受取利息 △2 △4

売上債権の増減額（△は増加） △1,965 △2,999

未払金の増減額（△は減少） － 840

未払消費税等の増減額（△は減少） 204 －

その他 △19 △98

小計 3,958 12,055

利息及び配当金の受取額 2 4

法人税等の支払額 △945 △6,165

法人税等の還付額 0 －

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,016 5,894

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 － △10,000

有形固定資産の取得による支出 △34 △81

無形固定資産の取得による支出 △6 －

敷金の差入による支出 △31 △430

その他 － △46

投資活動によるキャッシュ・フロー △72 △10,558

財務活動によるキャッシュ・フロー

株式の発行による収入 3,672 －

配当金の支払額 － △111

その他 △9 21

財務活動によるキャッシュ・フロー 3,662 △90

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 6,606 △4,754

現金及び現金同等物の期首残高 1,292 10,594

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 7,898

※1
 5,840
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【表示方法の変更】

当第３四半期累計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成22年３月31日）

（四半期キャッシュ・フロー計算書）

前第３四半期累計期間において「営業活動によるキャッシュ・フロー」に区分掲記しておりました「未払消費税等

の増減額（△は減少）」（当第３四半期累計期間89百万円）、「投資活動によるキャッシュ・フロー」に区分掲記し

ておりました「無形固定資産の取得による支出」（当第３四半期累計期間△15百万円）、「財務活動によるキャッ

シュ・フロー」に区分掲記しておりました「株式の発行による収入」（当第３四半期累計期間25百万円）は金額的重

要性が乏しくなったため「その他」に含めて表示しております。

前第３四半期累計期間において、「営業活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含めて表示しておりまし

た「未払金の増減額（△は減少）」（前第３四半期累計期間６百万円）は金額的重要性が増加したため、当第３四半

期累計期間では区分掲記することとしました。
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【追加情報】
　

当第３四半期累計期間
（自　平成21年７月１日
　  至  平成22年３月31日）

(本社移転費用引当金）

 本社の移転に伴い発生する損失に備えるため、原状回復費用及びその他移転関連費用の見込み額を計上しております。
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【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

当第３四半期会計期間末
（平成22年３月31日）

前事業年度末
（平成21年６月30日）

※１　有形固定資産の減価償却累計額 56百万円

 

※１　有形固定資産の減価償却累計額 26百万円

 

　２　当社は運転資金の効率的な調達を行うため、

　　取引銀行３行と当座貸越契約を締結しております。

　　　これらの契約に基づく当第３四半期会計期間末

　　の借入金未実行残高は以下の通りであります。

２　当社は運転資金の効率的な調達を行うため、

　取引銀行３行と当座貸越契約を締結しております。

　  これらの契約に基づく当事業年度末の借入金

　未実行残高は以下の通りであります。

当座貸越契約極度額 2,300百万円

借入実行残高 －百万円

差引額 2,300百万円

　　

当座貸越契約極度額 1,600百万円

借入実行残高 －百万円

差引額 1,600百万円
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（四半期損益計算書関係）

前第３四半期累計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成21年３月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成22年３月31日）

※１　販売費及び一般管理費のうち、主要な費目及び金
額は次の通りであります。

※１　販売費及び一般管理費のうち、主要な費目及び金
額は次の通りであります。

　

広告宣伝費 891百万円

支払手数料 746百万円

貸倒引当金繰入額 117百万円

 

　

広告宣伝費 4,347百万円

支払手数料 2,136百万円

貸倒引当金繰入額 216百万円

 

 

前第３四半期会計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年３月31日）

当第３四半期会計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年３月31日）

※１　販売費及び一般管理費のうち、主要な費目及び金
額は次の通りであります。

※１　販売費及び一般管理費のうち、主要な費目及び金
額は次の通りであります。

　

広告宣伝費 502百万円

支払手数料 336百万円

貸倒引当金繰入額 97百万円

 

　

広告宣伝費 1,823百万円

支払手数料 813百万円

貸倒引当金繰入額 133百万円

 

　

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

前第３四半期累計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成21年３月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成22年３月31日）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借

　　対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年３月31日現在）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借

　　対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成22年３月31日現在）

　

現金及び預金勘定 7,898百万円

現金及び現金同等物 7,898百万円

 

　

現金及び預金勘定 15,840百万円

預入期間が３か月を超える定期預

金

△10,000百万円

現金及び現金同等物 5,840百万円
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（株主資本等関係）

　

　当第３四半期会計期間末（平成22年３月31日）及び当第３四半期累計期間（自　平成21年７月１日　至　平成22

年３月31日）

１　発行済株式の種類及び総数

　普通株式　　　　　　45,220,000株 
 

２　自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　　　　　　　　 343株  

 

３　新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。 

 

４　配当に関する事項

　

（１）配当金支払額　 

　
　
（決議）　

株式の種類
配当金の総額
（百万円）　

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資　

平成21年９月29日

定時株主総会　
普通株式 111 5

平成21年

６月30日

平成21年

９月30日
利益剰余金　

　

（２）基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間末後と

　　なるもの

　　　該当事項はありません。　

 

５　株主資本の金額の著しい変動

　該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

グリー株式会社(E22012)

四半期報告書

23/28



（１株当たり情報）

 １　１株当たり純資産額

当第３四半期会計期間末
（平成22年３月31日）

前事業年度末
（平成21年６月30日）

１株当たり純資産額 385.35円 １株当たり純資産額 407.64円

　（注）当社は、平成21年10月１日付で株式１株につき２株の株式分割を行っております。当該株式分割が前事業年度の

　　　　開始の日に行われたと仮定した場合における前事業年度末の１株当たり純資産額は203.82円であります。　

 

 ２　１株当たり四半期純利益金額等

前第３四半期累計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成21年３月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成22年３月31日）

１株当たり四半期純利益金額 143.43円

潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益金額
129.42円

 

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定

に当たり、当社は平成20年12月17日に東京証券取引所マ

ザーズ市場へ上場しているため、非上場期間の平均株価は

新規上場日から当第３四半期会計期間末までの平均株価を

適用しております。 

１株当たり四半期純利益金額 186.93円

潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益金額
172.78円

 

　

　（注）１　１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下の通り

であります。

 
前第３四半期累計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成21年３月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成22年３月31日）

１株当たり四半期純利益金額         

四半期純利益（百万円） 3,046 8,391

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益（百万円） 3,046 8,391

期中平均株式数（千株） 21,241 44,892

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額         

普通株式増加数（千株） 2,299 3,678

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前事業年度末から重要な変動があったものの

概要

- -

       ２　当社は、平成21年10月１日付で株式１株につき２株の株式分割を行っております。当該株式分割が前事業年

　　　　　度の開始の日に行われたと仮定した場合における前第３四半期累計期間に係る１株当たり四半期純利益金額は

　　　　　71.72円、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額は64.71円であります。
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前第３四半期会計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年３月31日）

当第３四半期会計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年３月31日）

１株当たり四半期純利益金額 59.72円

潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益金額
54.86円

１株当たり四半期純利益金額 67.47円

潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益金額
62.72円

　（注）１　１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下の通り

であります。

 
前第３四半期会計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年３月31日）

当第３四半期会計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年３月31日）

１株当たり四半期純利益金額         

四半期純利益（百万円） 1,331 3,046

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益（百万円） 1,331 3,046

期中平均株式数（千株） 22,304 45,152

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額         

普通株式増加数（千株） 1,972 3,415

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前事業年度末から重要な変動があったものの

概要

- -

       ２　当社は、平成21年10月１日付で株式１株につき２株の株式分割を行っております。当該株式分割が前事業年

　　　　　度の開始の日に行われたと仮定した場合における前第３四半期会計期間に係る１株当たり四半期純利益金額は

　　　　　29.86円、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額は27.43円であります。　

　

（重要な後発事象）

　　　該当事項はありません。　

 

 

２【その他】

　　該当事項はありません。 
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

　

平成２１年５月１５日

グ　リ　ー　株　式　会　社

取　締　役　会　　御　中
　

新日本有限責任監査法人

　

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 神谷　和彦　　印

　

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 百井　俊次　　印

 

 

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているグリー株式会社

の平成２０年７月１日から平成２１年６月３０日までの第５期事業年度の第３四半期会計期間（平成２１年１月１日から

平成２１年３月３１日まで）及び第３四半期累計期間（平成２０年７月１日から平成２１年３月３１日まで）に係る四半

期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対

する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、グリー株式会社の平成２１年３月３１日現在の財政状態、同日をもって終了する第

３四半期会計期間及び第３四半期累計期間の経営成績並びに第３四半期累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表

示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

　

平成２２年５月１４日

グ　リ　ー　株　式　会　社

取　締　役　会　　御　中
　

新日本有限責任監査法人

　

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 神谷　和彦　　印

　

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 百井　俊次　　印　　

　

　

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 矢部　直哉　　印

 

　 

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているグリー株式会社

の平成２１年７月１日から平成２２年６月３０日までの第６期事業年度の第３四半期会計期間（平成２２年１月１日から

平成２２年３月３１日まで）及び第３四半期累計期間（平成２１年７月１日から平成２２年３月３１日まで）に係る四半

期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対

する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、グリー株式会社の平成２２年３月３１日現在の財政状態、同日をもって終了する第

３四半期会計期間及び第３四半期累計期間の経営成績並びに第３四半期累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表

示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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